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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成20年
11月30日

自平成21年
９月１日
至平成21年
11月30日

自平成20年
９月１日
至平成21年
８月31日

売上高（百万円） 20,793 24,263 88,323

経常利益又は経常損失（△）（百万円） △14,310 3,750 △6,929

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（百万円） △8,667 2,003 △4,896

純資産額（百万円） 42,454 48,347 47,244

総資産額（百万円） 66,285 68,600 68,369

１株当たり純資産額（円） 830.43 945.72 924.13

１株当たり四半期純利益金額又は四半期（当期）純損失金額（△）

（円）
△169.55 39.20 △95.79

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 64.0 70.5 69.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△250 4,615 △6,281

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,369 △919 △5,258

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△777 △2,173 11,452

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 12,215 16,104 14,681

従業員数（人） 1,620 1,890 1,845

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第37期潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額及び第37期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。第38期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年11月30日現在

従業員数（人） 1,890(7,396)

　（注）従業員数は正社員の就業人員であり、臨時雇用者数は準社員（パートタイマー・アルバイト）の当第１四半期連

結会計期間の平均人員（１人当たり１日８時間換算）を（　）内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年11月30日現在

従業員数（人） 1,577(6,597)

　（注）従業員数は正社員の就業人員であり、臨時雇用者数は準社員（パートタイマー・アルバイト）の当第１四半期会

計期間の平均人員（１人当たり１日８時間換算）を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

事業部門の名称 内訳
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

 吉川工場 654 104.1

 神奈川工場 695 110.7

外食事業（百万円） 福島工場 419 109.4

 兵庫工場 530 110.7

 

Saizeriya

Australia

Pty. Ltd.

898 106.7

合計（百万円）  3,198 108.0

（注）金額は製造原価によっております。

 

（２）仕入実績

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

外食事業（百万円） 4,450 97.6

合計（百万円） 4,450 97.6

（注）生産実績に含まれている原材料仕入は除いております。

 

（３）販売実績

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

外食事業（百万円） 24,263 116.7

合計（百万円） 24,263 116.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、一部に景気の底入れ感がみられるものの、依然として続く厳しい雇用情

勢から消費意欲は低水準にとどまり、また、2006年以来となるデフレ宣言がなされるなど、厳しい状況で推移いたしま

した。

　外食産業におきましても、原材料価格や石油価格は落ち着きを取り戻したものの、景気の先行き不透明感から外食を

控える動きが続くなど、経営環境は大変厳しいものとなりました。

　このような状況のもと、当社グループといたしましては、生産管理技術を駆使することで、商品のさらなる品質向上

と業務の効率化を推進し、より一層の収益力の強化に努めてまいりました。また、テレビ放映による認知の高まりから

客数も順調に推移し、お客様の期待に応えるべく、円滑な店舗運営にも取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの売上高は242億63百万円（前年同四半期比16.7％

増）、営業利益は38億34百万円（前年同四半期比280.6％増）、経常利益は37億50百万円（前年同四半期は経常損失

143億10百万円）、四半期純利益は20億３百万円（前年同四半期は四半期純損失86億67百万円）となりました。

　 

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は686億円となり、前連結会計年度末と比較して２億31百万円の増加となりま

した。主な要因は、現金及び預金の増加14億22百万円などであります。負債は、主に長期借入金の減少13億60百万円に

より、前連結会計年度末と比較して８億72百万円減少し、202億52百万円となりました。純資産は、前連結会計年度末と

比較して11億３百万円増加し、483億47百万円となりました。この結果、自己資本比率は70.5％となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較し

て14億22百万円増加し、161億４百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動におきましては、税金等調整前四半期純利益36億40百万円及び減価償却費６億75百万円等に対し、買掛金の

減少３億58百万円等により、差引き46億15百万円の収入（前年同四半期は２億50百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動におきましては、有形固定資産の取得による支出７億91百万円等により、９億19百万円の支出（前年同四半

期は13億69百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動におきましては、長期借入金の返済による支出13億60百万円等により、21億73百万円の支出（前年同四半期

は７億77百万円の支出）となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,208,000

計 73,208,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年11月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年１月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 52,272,342 52,272,342
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株　

計 52,272,342 52,272,342 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権（ストックオプション）に関する事項は、次のとおりであります。

平成12年11月24日定時株主総会決議

 第１四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数（個） －

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）　 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 8,788

新株予約権の行使時の払込金額（円） 34,712,600

新株予約権の行使期間 平成15年11月24日～平成22年11月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額

発行価格　　3,950円

資本組入額　1,976円

新株予約権の行使の条件 (1)行使株数の制限

対象者は、新株引受権の行使によって発行される株式

の発行株数の合計が年間（１月１日から12月末日まで）

下記の各株数（以下「行使可能株数」という）を超えな

いように、付与を受けた新株引受権を行使しなければな

らない。

記

平成21年　　　　　　　　2,197株

平成22年　　　　　　　　2,197株

　

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

 7/22



 第１四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

 (2)対象者の資格

対象者は、新株引受権の行使時においても、当社または

当社の子会社の取締役、監査役または従業員のいずれか

の地位を有することを要しない。ただし、対象者が当社就

業規則第10章第77条に該当する行為を行い、同章第76条

に規定する懲戒のうち懲戒解雇の処分を受けた場合は、

対象者に付与された新株引受権は直ちに失効し、以降新

株引受権を行使することができない。

 (3)単元未満株

対象者は、新株引受権の行使によって発行される株式

数が１単元の株式数またはその整数倍となるように、新

株引受権を行使しなければならない。未行使の新株引受

権の行使によって発行される株式数が１単元未満の株式

数となった場合は、これを切り捨てる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項　 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　 － 

　（注）新株予約権の行使によって発行する株式数及び発行価格は、株式分割または株式併合が行われた場合、以下の算式

により調整いたします。調整の結果生じる調整後株式数の単元未満の株式については、これを切り捨て、調整の結

果生じる調整後発行価格については、１円未満の端数は切り上げられます。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

調整後発行価格＝調整前発行価格×１/分割・併合の比率

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
 （百万円）

資本準備金残
高
 （百万円）

平成21年９月１日～

平成21年11月30日
－ 52,272 － 8,612 － 9,007

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成21年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,149,500 － －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 50,989,100 509,891 －

単元未満株式 普通株式　  133,742 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 52,272,342 － －

総株主の議決権 － 509,891 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の株式数には㈱証券保管振替機構名義の株式が3,400株、また、議決権の数には、同

機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数34個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年11月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サイゼリヤ 埼玉県吉川市旭2-5 1,149,500 － 1,149,500 2.20

計 － 1,149,500 － 1,149,500 2.20

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
９月

10月 11月

最高（円） 1,745 1,793 1,756

最低（円） 1,508 1,583 1,376

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）役職の異動

 新役名  新職名  旧役名  旧職名  氏名  異動年月日

取締役 内部監査室長 取締役 総務部長兼財務担当 柴田　良平  平成22年1月5日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平

成20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け、

また、当第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間

（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツ

による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第37期連結会計年度　　　　　　新日本有限責任監査法人

　第38期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　有限責任監査法人トーマツ　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,104 14,681

テナント未収入金 ※1
 457

※1
 526

商品及び製品 2,816 2,854

原材料及び貯蔵品 931 619

繰延税金資産 2,228 3,748

未収還付法人税等 1,432 1,432

その他 1,840 1,908

流動資産合計 25,811 25,772

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 17,588

※2
 17,502

機械装置及び運搬具（純額） ※2
 2,279

※2
 2,292

工具、器具及び備品（純額） ※2
 1,554

※2
 1,458

土地 5,366 5,363

建設仮勘定 117 124

有形固定資産合計 26,907 26,741

無形固定資産 229 234

投資その他の資産

投資有価証券 1,733 1,532

敷金及び保証金 7,021 6,886

建設協力金 4,376 4,557

繰延税金資産 29 41

その他 2,510 2,620

貸倒引当金 △19 △17

投資その他の資産合計 15,653 15,621

固定資産合計 42,789 42,596

資産合計 68,600 68,369
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,953 3,315

1年内返済予定の長期借入金 5,442 5,442

未払法人税等 259 264

賞与引当金 1,368 759

株主優待引当金 197 213

デリバティブ負債 721 737

その他 3,579 3,301

流動負債合計 14,521 14,033

固定負債

長期借入金 5,569 6,930

繰延税金負債 20 21

その他 142 140

固定負債合計 5,731 7,091

負債合計 20,252 21,125

純資産の部

株主資本

資本金 8,612 8,612

資本剰余金 9,007 9,007

利益剰余金 31,095 30,011

自己株式 △1,273 △1,272

株主資本合計 47,441 46,358

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △104 △86

為替換算調整勘定 1,011 972

評価・換算差額等合計 906 885

純資産合計 48,347 47,244

負債純資産合計 68,600 68,369
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

売上高 20,793 24,263

売上原価 7,574 7,889

売上総利益 13,218 16,374

販売費及び一般管理費 ※1
 12,211

※1
 12,539

営業利益 1,007 3,834

営業外収益

受取利息 42 32

為替差益 1 －

デリバティブ評価益 － 15

その他 4 2

営業外収益合計 48 50

営業外費用

支払利息 － 19

為替差損 － 110

デリバティブ評価損 15,342 －

その他 24 4

営業外費用合計 15,366 134

経常利益又は経常損失（△） △14,310 3,750

特別利益

補償金収入 20 6

特別利益合計 20 6

特別損失

固定資産除却損 65 39

店舗閉店損失 45 76

特別損失合計 110 115

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△14,401 3,640

法人税、住民税及び事業税 125 107

法人税等調整額 △5,858 1,530

法人税等合計 △5,733 1,637

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,667 2,003
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△14,401 3,640

減価償却費 621 675

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 592 608

株主優待引当金の増減額（△は減少） 27 △16

受取利息及び受取配当金 △42 △32

支払利息 － 19

為替差損益（△は益） 102 110

デリバティブ評価損益（△は益） 15,342 △15

固定資産除却損 65 39

店舗閉店損失 45 76

補償金収入 △20 △6

テナント未収入金の増減額（△は増加） 165 68

たな卸資産の増減額（△は増加） △498 △278

その他流動資産の増減額（△は増加） △159 45

買掛金の増減額（△は減少） △433 △358

その他流動負債の増減額（△は減少） △76 △1

その他 △46 208

小計 1,284 4,787

利息及び配当金の受取額 23 16

利息の支払額 － △19

法人税等の支払額 △1,559 △169

営業活動によるキャッシュ・フロー △250 4,615

投資活動によるキャッシュ・フロー

非連結子会社株式の取得による支出 △310 △219

有形固定資産の取得による支出 △1,048 △791

無形固定資産の取得による支出 △7 △12

敷金・保証金・建設協力金の支出 △159 △63

敷金・保証金・建設協力金の回収による収入 200 181

その他投資に関する収入及び支出（△は支出） △43 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,369 △919

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △1,360

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △776 △812

財務活動によるキャッシュ・フロー △777 △2,173

現金及び現金同等物に係る換算差額 △632 △100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,029 1,422

現金及び現金同等物の期首残高 15,245 14,681

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,215

※1
 16,104
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年11月30日）

前連結会計年度末
（平成21年８月31日）

※１．テナント未収入金

ショッピングセンター及び百貨店等にテナントとし

て出店している店舗の売上金入金額から相殺すべき賃

借料、水道光熱費及び諸経費を差し引いたショッピン

グセンター及び百貨店等に対する未収入金でありま

す。

※１．テナント未収入金

同　　　　　左　

※２．有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　  20,117百万円

※２．有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　  19,250百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

従業員給与・賞与 4,814

賃借料 3,295

水道光熱費 1,054

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

従業員給与・賞与 5,190

賃借料 3,389

水道光熱費 943

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成20年11月30日現在）

 

現金及び預金勘定 12,215百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 百万円

現金及び現金同等物 12,215百万円

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成21年11月30日現在）

 

現金及び預金勘定 16,104百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 －百万円

現金及び現金同等物  16,104百万円

　

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

15/22



（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年９月１日　至　

平成21年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　52,272千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　 1,149千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月27日

定時株主総会
普通株式 920 18平成21年８月31日平成21年11月30日利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）

　当連結グループは主として外食事業を行っており、当該事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売

上高の合計及び営業利益の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。

 

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日　至平成21年11月30日）

　当連結グループは主として外食事業を行っており、当該事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売

上高の合計及び営業利益の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日　至平成21年11月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　

 

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日　至平成21年11月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　

 

（有価証券関係）

　その他有価証券で時価のあるものが、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載を省略しており

ます。
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（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等が、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、

記載を省略しております。

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年11月30日）

前連結会計年度末
（平成21年８月31日）

１株当たり純資産額 945.72円 １株当たり純資産額 924.13円

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △169.55円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果

を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

１株当たり四半期純利益金額 39.20円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金

額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △8,667 2,003

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
△8,667 2,003

期中平均株式数（千株） 51,124 51,122

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

１．平成21年11月27日開催の定時株主総会において決議された、当社取締役に対するストックオプション制度の導入に

基づき、平成21年12月1日開催の当社取締役会において当該ストックオプションの募集事項の内容につき以下のとお

り決議し、平成21年12月17日に新株予約権を割り当ていたしました。

（１）ストックオプションとして割当てる新株予約権に関する報酬等の額

年額2億円以内

（２）新株予約権の内容

　　　①付与対象者の区分及び人数

　　　　当社取締役　9名

　　　②新株予約権の目的となる株式の種類

　　　　当社普通株式

　　　　単元株式数は100株

　　　③株式の数

　　　　56,000株

      ④発行価額

　　　　新株予約権１個当たり54,000円（1株当たり540円）

　　　⑤発行総額

　　　　92,120,000円

　　　⑥新株予約権の行使時の払込金額

　　　　1株当たり1,645円

      ⑦新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の1株当たり発行価格及び資本組入額

　　　　発行価格　1,645円　　資本組入額　　823円

　　　⑧新株予約権の行使期間

　　　　平成23年12月2日から平成31年12月1日

　

２．平成21年11月27日開催の定時株主総会決議にて委任を受けた、当社従業員に対するストックオプションの発行および

募集事項の内容につき、平成21年12月1日開催の当社取締役会において以下のとおり決議し、平成21年12月17日に新株

予約権を割り当ていたしました。

　新株予約権の内容

（１）付与対象者の区分及び人数

　　　当社従業員　350名

（２）新株予約権の目的となる株式の種類

　　　当社普通株式

　　　単元株式数は100株

（３）株式の数

　　　70,300株

（４）発行価額

　　　無償

（５）発行総額

　　　115,643,500円

（６）新株予約権の行使時の払込金額

　　　1株当たり1,645円

（７）新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の1株当たり発行価格及び資本組入額

　　　発行価格　1,645円　　資本組入額　　823円

（８）新株予約権の行使期間

　　　平成23年12月18日から平成26年12月17日
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（リース取引関係）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理をしておりますが、当第１四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年１月14日

株式会社サイゼリヤ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西田　英樹　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松浦　康雄　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サイゼリ

ヤの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第1四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成

20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイゼリヤ及び連結子会社の平成20年11月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が、すべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

１． 重要な後発事象「1．デリバティブ契約の解約」に記載されているとおり、会社は平成20年12月10日にBNPパリバ証

券との豪ドルクーポンスワップ取引を解約した。

２． 重要な後発事象「2．多額な資金の借入」に記載されているとおり、会社は平成20年12月12日、平成20年12月30日に

資金の借入を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

21/22



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月７日

株式会社サイゼリヤ

取締役会　御中

　有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 飯島　誠一　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松田　道春　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鎌田　竜彦　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サイゼ

リヤの平成２１年９月１日から平成２２年８月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２１年９月１

日から平成２１年１１月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年９月１日から平成２１年１１月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイゼリヤ及び連結子会社の平成２１年１１月３０日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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